
 

 

 

第４回 松本市議会 

ステップアップ市民会議 

 

～若者の政治（市政・地方自治）への関心を高めるために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年８月２６日 

松 本 市 議 会 



第４回松本市議会ステップアップ市民会議 次第 

 
  日 時：平成２８年８月２６日（金） 

午後１時３０分    

場 所：議員協議会室   

               

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議長あいさつ 

 

 

３ 意見交換 

 

 

４ 閉 会 
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第４回松本市議会ステップアップ市民会議　席図

事

  原  伶磨  委員 

  

日時：平成２８年８月２６日（金） 
   午後１時３０分 
場所：議員協議会室 
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ステップアップ市民会議 資料 

ステップアップ市民会議で出された意見・取組み 

 

【これまでの会議のまとめ】 

 

１ 若者の現状について 

⑴ 若者の中には、政治に関心のある層もいるし、関心のない層もいる 

（→ 一括りにはできない） 

⑵ 関心はあっても、みんなが投票にいく訳ではない（→ 関心がある≠具体的な行動） 

⑶ 東日本大震災以降、自分の故郷に関心を持っている若者や社会に貢献したいという若者 

は増えている 

 

２ 若者の政治への関心が低い背景 

⑴ 自分達の声がどう政治に反映されるのかというイメージがつかめていない 

（→ 投票することで何が変わるのか） 

⑵ 自分達の意見が届かないという無力感、政治（議員）との距離感（→ 遠く感じる） 

⑶ 学校という特殊なコミュニティの中にいた若者が、実社会に出て、自分の立場を決めて 

投票することの困難さ 

  ・年齢を重ね、社会での経験が増えれば、いずれは政治への関心も出てくるのではないか 

  ・一方で、若い時に政治への関心が低ければ、４０代以降になっても低いままというデータ 

   もある 

⑷ 家庭環境（政治と宗教の話題は避ける雰囲気）、政治に関心を持つことは趣味の一つと 

いう感覚 

・かつては親が子どもに政治に関心を持つことの大切さを教えてきた面もあったのでは 

ないか 

 

⇒「若者にも理解できる」という視点でのアプローチが足りなかったからではないか 

 

３ 取組みの方向性 

  ⑴ 当事者（社会の一員）としての意識をどう育むか 

（→ 地域全体で育むという視点が必要では） 

 ⑵ 政治をどう「身近に」感じてもらうか （→ 若者の立場に立った視点が必要では） 
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ステップアップ市民会議 資料 

 

 

【これまでに出された意見・取組み】 

 

１ 本質的な意見、取組み 

 ⑴ 選挙に行ってもだれを選べばいいのかわからない 

⑵ 高校生に、具体的な市政課題についてどう思っているのか聞いてみる 

⑶ 若者に選挙に行く理由、行かない理由、等をきく（アンケート等の実施） 

 

２ 具体的な意見（きっかけや入口になるような取組み） 

 ⑴ 松本山雅ＦＣのホームゲームで、来場者へチラシ等を配布 ⇒実施 

⑵ 高校生議会、模擬投票、模擬請願 

 ⑶ 市の具体的な取り組みついて、高校生に案を募集する 

 ⑷ 選挙へ行った人への割引や特典制度を設ける 

 ⑸ 保育園の入園式等を利用したＰＲ 

 ⑹ 子供たちと話し合いの場をもつ 

 ⑺ 松本市子供会育成連合会シニアリーダーの活用 

 ⑻ 投票所の立会人に若者を入れるというルールを設ける ⇒高校生の投票立会人を公募 

 ⑼ 大人も子供も目にするような新聞紙面等に、議会の取組み等を定期的に掲載 

 ⑽ 各地域で主権者教育に取り組む 

 ⑾ キャリア教育の一環として推進委員会で主権者教育に取り組む 

 ⑿ こども未来委員会で模擬請願に取組む 

 ⒀ 生徒会で取り組む 

 ⒁ 若い議員が増えるような土壌づくり 
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